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５月になり、外遊びにぴったりの季節となりました。運動会も終わり、１年生も学校生活に慣れ始めたの

ではないでしょうか。また、2年生以上の子どもたちの本の貸し出しが始まってから１ケ月が経ちました。子

どもたちは、中間タイムや昼休みには、本を読むだけではなく、読みたい本を探しに来たり、「読書の足あ

と」のシールをはってもらいに来たりして、図書室も少しずつにぎやかになってきています。これからも上手

に時間を使って、本をたくさん読んでほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

令和 7 年（202 年）5 月発行 

宇部市立原小学校 学校図書館 

1 年生の貸し出しが始まりました。 
５月１６日（金曜日）、１年生の本の貸し出しが始まりました。この日は初めてなので、絵本を１人１冊だけ

借りました。たくさんの絵本に迷いながらも、楽しそうに絵本を選んでくれました。本を借りる時には、学年、ク

ラス、出席番号、名前を言って、本のバーコードを出して借ります。みんな緊張しながらも上手に本を借りる

ことができました。 

 

「読書の足あと」が始まりました。 
今年も「読書の足あと」を行います。「読書の足あと」とは読んだ本

の題名を書いて記録していくものです。「読書の足あと」の目標を達成

するとりんごに名前を書いて「りんごの木」にはっていきます。 

１年から３年生までは読んだ本の合計冊数でりんご（５０冊以上で

赤りんご、100 冊以上で金りんご）をはります。 

４年生から６年生は読んだ本の合計ページでりんご 

（１０００ページで赤りんご、１５０００ページで銀りんご 

２０００ページで金りんご）をはります。 
 

 

最近の図書室では、中間タイムや昼休みに「読書の足あと」

を持ってきて、本を読みながら、書いている人が増えました。 

この「りんごの木」は昨年度の様

子です。このように、たくさん読む

と、りんごの枚数がどんどん増えま

す。昨年度は少し少なかったので、

今年はたくさん増えてほしいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


